
﹁
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
﹂
が

一
つ
の
契
機
に
な
る

─
─
現
状
、
金
融
庁
と
し
て
ど
の
よ

う
な
問
題
意
識
が
あ
る
の
か

　

ま
ず
、
個
人
資
産
の
過
半
が
現
金

・
預
金
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
を

改
め
る
必
要
が
あ
る
。
２
０
１
６
年

末
時
点
で
、
米
国
で
は
家
計
金
融
資

産
に
占
め
る
株
式
・
投
信
の
割
合
が

30
・
１
％
、
保
険
・
年
金
を
通
じ
た

間
接
的
な
保
有
を
含
め
る
と
46
・
２

％
に
達
す
る
。
一
方
、
日
本
は
株
式

・
投
信
の
割
合
が
14
・
３
％
、
保
険

・
年
金
を
通
じ
た
間
接
的
な
保
有
を

含
め
て
も
18
％
に
す
ぎ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
米
国
は
こ
の
20
年
間
の

家
計
金
融
資
産
の
伸
び
が
３
・
32
倍

で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
１
・
52

倍
に
と
ど
ま
る
。
今
後
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
国
民
の
資

産
形
成
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
が

国
会
で
の
議
論
に
も
発
展
し
て
い
る
。

米
国
も
か
つ
て
は
日
本
と
同
じ
よ
う

に
現
預
金
が
過
半
を
占
め
て
い
た
が
、

政
策
的
に
「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
と

い
う
流
れ
を
実
現
さ
せ
た
。
わ
が
国

も
見
習
う
必
要
が
あ
る
。

─
─
こ
れ
ま
で
「
貯
蓄
か
ら
投
資

へ
」
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
こ

な
か
っ
た
。
今
後
、「
貯
蓄
か
ら
資

産
形
成
へ
」
を
実
現
す
る
た
め
の
方

策
は
何
か

　

一
つ
の
契
機
に
な
る
の
が
「
つ
み

た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
だ
。
今
年
３
月
に

「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
案
」
が
成
立
し
、「
長
期

・
分
散
・
積
立
て
」
投
資
を
可
能
に

す
る
非
課
税
保
有
期
間
20
年
、
投
資

可
能
期
間
20
年
、
年
間
投
資
上
限
額

こ
れ
ま
で
「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
の
掛
け
声
の
も
と
に
、
国
民
の
金
融
資
産
の
〝
預
貯
金
偏
重
〞
を
脱

却
す
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
芳
し
い
結
果
は
出
て
い
な
い
。
金
融
庁
は
２
０
１
６
事
務
年

度
の
金
融
行
政
方
針
で
「
貯
蓄
か
ら
資
産
形
成
へ
」
を
打
ち
出
し
、「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
の
創
設
を

主
導
し
た
。
投
資
に
関
心
が
な
い
人
の
意
識
を
変
え
て
い
く
た
め
の
方
策
や
、
販
売
会
社
・
ア
セ
ッ
ト

オ
ー
ナ
ー
・
運
用
会
社
な
ど
に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
、
金
融
庁
の
考
え
を
聞
い
た
。（
編
集
部
）
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「
こ
の
組
合
せ
し
か
な
い
」

　

両
社
は
同
日
の
会
見
で
再
延
期
の
報
告
と
あ
わ
せ

て
、
①
統
合
の
目
的
、
②
公
取
委
に
よ
る
審
査
の
状

況
、
③
問
題
解
消
措
置
、
④
統
合
が
も
た
ら
す
地
元

へ
の
メ
リ
ッ
ト
│
│
を
説
明
し
た
。
Ｆ
Ｆ
Ｇ
の
柴
戸

隆
成
社
長
は
「
厳
し
さ
が
増
す
長
崎
経
済
を
支
え
て

い
く
の
は
こ
の
組
合
せ
し
か
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

審
査
を
突
破
す
る
た
め
の
問
題
解
消
措
置
に
つ
い

て
も
、「
長
崎
の
取
引
先
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」（
柴
戸
社
長
）
と
し

て
、
公
取
委
へ
の
提
案
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
一

つ
は
こ
れ
ま
で
も
公
表
し
て
い
た
「
債
権
譲
渡
」
で
、

も
う
一
つ
が
「
第
三
者
委
員
会
等
に
よ
る
金
利
の
監

視
」。
金
利
の
監
視
と
は
、
新
規
貸
出
金
利
等
の
開

示
、
顧
客
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施
、
第
三
者

委
員
会
に
よ
る
監
視
・
評
価
に
よ
り
統
合
後
の
サ
ー

ビ
ス
品
質
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
柴

戸
社
長
は
「
長
崎
の
取
引
先
に
と
っ
て
納
得
で
き
る

措
置
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。「（
こ
の
二
つ
を
）
組

合
せ
で
や
る
」（
同
）
こ
と
が
当
面
の
交
渉
の
方
針

と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
も
「
か
な

り
具
体
的
」（
幹
部
）
と
評
価
す
る
。
両
社
と
し
て

は
論
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
議
論
を
尽
く
す

た
め
に
期
限
を
設
け
ず
、
腰
を
据
え
て
交
渉
に
臨
む

姿
勢
を
明
確
に
示
し
た
か
た
ち
だ
。

打
開
策
が
見
出
せ
な
い

問
題
解
消
措
置

　

し
か
し
、
今
回
示
さ
れ
た
方
針
の
も
と
で
、
審
査

が
急
速
に
進
展
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

ま
ず
、
金
利
の
監
視
は
、
公
取
委
の
従
来
の
考
え

方
か
ら
す
る
と
「
問
題
解
消
措
置
」
と
は
認
め
づ
ら

い
よ
う
だ
。
問
題
解
消
措
置
は
、
有
力
な
競
争
事
業

者
を
創
出
す
る
「
構
造
的
な
措
置
」（
事
業
譲
渡

等
）
で
あ
る
こ
と
が
原
則
。
そ
の
ほ
か
に
「
参
入
を

促
進
す
る
措
置
」
や
「
行
動
に
関
す
る
措
置
」
等
も

想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
結
果
的
に
「
競
争

の
構
造
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
」（
公
取
委
関
係
者
）。
具
体
的
に
は
、
競
合
事
業

者
に
ノ
ウ
ハ
ウ
や
設
備
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
が
有

効
な
措
置
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

例
外
も
あ
る
。
東
京
証
券
取
引
所
グ
ル
ー
プ
と
大

阪
証
券
取
引
所
の
統
合
に
お
い
て
は
、
業
界
の
特
性

か
ら
構
造
的
な
措
置
が
効
果
を
発
揮
し
な
い
こ
と
を

ふ
ま
え
て
、
上
場
関
連
手
数
料
の
設
定
・
廃
止
や
金

額
の
変
更
な
ど
を
第
三
者
委
員
会
に
報
告
し
、
承
認

を
得
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
し
か
し
、
金
額
の
固

定
し
た
手
数
料
と
、
競
争
に
よ
り
変
動
す
る
金
利
は

同
一
視
し
に
く
い
。
Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
は
、
金
利

の
監
視
の
具
体
的
な
枠
組
み
は
今
後
の
検
討
事
項
と

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｆ
Ｇ
）
と
十
八
銀
行
は
７
月
25
日
、
10
月
に
予
定

し
て
い
た
経
営
統
合
に
つ
い
て
、
期
限
を
定
め
ず
に
再
延
期
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
難
航
し

て
い
る
公
正
取
引
委
員
会
の
企
業
結
合
審
査
が
終
了
し
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
出
た
段
階
で
あ
ら

た
め
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
公
表
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
腰
を
据
え
て
交
渉
に
臨

む
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
か
た
ち
だ
。
し
か
し
、
検
討
し
て
い
る
問
題
解
消
措
置
で
審
査
が
進
展

す
る
見
通
し
は
立
た
ず
、
行
員
や
顧
客
に
不
安
が
広
が
り
か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
行
の
経
営
統
合
、

無
期
延
期
で
広
が
る
不
安
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「
貸
出
が
あ
れ
ば
安
泰
」 

と
い
う
時
代
で
は
な
い

─
─
法
人
貸
出
業
務
の
な
い
信
託
銀

行
モ
デ
ル
へ
と
舵
を
切
っ
た
理
由
は

何
か

　

日
本
は
、
高
齢
・
成
熟
社
会
の
も

と
で
「
大
相
続
時
代
」
に
突
入
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
銀
の
異

次
元
緩
和
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

も
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
で
、
国
の
成
長
戦
略
の
一
環
と

し
て
、
１
８
０
０
兆
円
の
金
融
資
産

の
過
半
を
占
め
る
１
０
０
０
兆
円
の

預
貯
金
を
投
資
マ
ネ
ー
に
向
か
わ
せ

る
「
貯
蓄
か
ら
資
産
形
成
へ
」
の
流

れ
を
本
格
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

同
様
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
の
導
入
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
発
行
体
（
企
業
）
と
機
関

投
資
家
の
両
サ
イ
ド
か
ら
企
業
の
持

続
的
成
長
と
価
値
向
上
を
目
指
す
動

き
も
活
発
化
し
て
い
る
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
）
が
今
年
５
月
に
打

ち
出
し
た「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
再
創
造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」。
こ
の
次
世
代
を
見
据
え
た

グ
ル
ー
プ
新
戦
略
の
な
か
で
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
は
法
人
貸
出
業
務
を
商

業
銀
行
に
集
約
す
る
一
方
、
信
託
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化
を
目
指
す
な
ど
、
新
た
な
信
託
銀
行
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長
期
化
や
大
相
続
時
代
の
突
入
な
ど
、
経
営
を
と
り

ま
く
経
済
・
社
会
の
新
た
な
変
化
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
か
が
あ
ら
た
め
て

問
わ
れ
て
い
る
。（
編
集
部
）
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